
症例発表①

徳島県徳島市開業

医療法人悠永会 ア歯科横田クリニック

TC 黒田千尋



☆ 初診カウンセリング

患者様の基本情報
令和6年7月9来院 当時68歳 女性

主訴 ①左下ブリッジはずれた
②左上5番が残根で、違和感あり
③金属を白くしたい??

④全体的に治したい

カウンセリング内容・・・

５月に徳島帰ってきて歯医者さんは４年ぶり
歯茎が腫れることがあり出血も(＋)

インプラントも考えてる



重要視アンケート

① 機能性…しっかりと噛めること

・固いおせんべいが好き
・毎日、お酒を飲んでいる

②耐久性…歯の丈夫さ

・死ぬまでもつかな？それは無理かな？

③再発リスク…一度治した歯が再び悪くならないこと

・これからは、しっかりとメンテナンスに来たい。

治療法はＣを選び、最良の治療をしてほしいとのこと。



☆ セカンドカウンセリング

当日、患者様にお渡しする書類



口腔内写真
（５枚法）



パノラマレントゲンと歯周検査

【歯周組織の状態】

歯周ポケットに関しては、やや深め（４mm）

の箇所が多く、歯の動揺はありませんが、歯肉

からの出血が見られるので、軽度の歯周病に

なっていると考えられます。

良好な状態にするためには、お口全体のクリー

ニングが必要でしょう。

治療後も定期的なメンテナンスが非常に大切な

ので、心掛けておいて下さい。







・治療計画

①左側上下５番抜歯

②クリーニング

③メタルフリー治療

④左下５番インプラント

…左下７番の欠損は、今回は経過観察

⑥IGOマウスピース矯正

…前歯部叢生と左側5番抜歯後のスペースクロージング

現在、③を行っている途中です。

インプラントのオペの日程は決まっています。（9月18日）



今までを終えて、
反省点とこれか
らの方針

反省点

・ 院長との打ち合わせをもっと入念にするべきだった

・ 患者さんが言ってたフレーズをもっと深掘りして聞けばよ
かった
・ 聞きたい質問が出来てなかった
・ 話をすることに必死できちんとメモがとれていなかった



症例発表②

医療法人悠永会 ア歯科横田クリニック

TC 黒田千尋



カウンセリング症例①

患者基本情報

令和6年12月19日来院 当時56歳 男性

夜のショットバーを経営している

生活が不規則になりがち、とのこと

主訴 ①右下6番かけている

②左上7番、疲れた時に歯肉腫脹・疼痛・動揺



カウンセリング症例①

重要視アンケート

① 機能性…しっかり噛めること

・左上７番が動揺していて、十分に噛めない

② 安全性…身体に為害性がないこと

・１～２年前から、金属アレルギーが出てきた

・健康のためにも、銀歯を白くしたい

③ 再発リスク…治療した歯が、再び悪くならないこと

・何度も再治療したくない

・これを機に、メンテナンスに通いたい

     治療法は、Bを選択されました。



カウンセリング症例①

パノラマレントゲン



カウンセリング症例①

歯周検査



カウンセリング症例①

治療計画

①左上７番のP処置

②欠けて気にしている歯（右下６番）の治療

③全顎クリーニング→P治療

④その他のメタルフリー治療

現在、①②を終えて、③④を並行して治療を進めています。

左上７番は、抜歯の可能性を示唆しています。



カウンセリング症例①

反省点と方針

・深掘りして聞けばよかった
・一気に話をした

時間がなく中々来れない・歯医者嫌い
⇒患者さんの理想の状態に近づける様に
無理をせず治療に来ていただく様に進める

治療中断にならない様に定期的にカウンセリングをし
お気持ちを聞いていく様にする



ご清聴ありがとうございました。
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